
37年度は､通信の主力怯講話･プ_)故山,標準化が進めらjtると同時に

生産態勢がますます整備さjt,またそjtぞjtの分野で不備の開発が

緩けらjtたニ

ヰ∫線通信関係では,ます日本電信電話公社の｢l動即時化の線に沿

って課金装L賀で市外クロスノミ交換機などが大量に製作納入さjtると

ともに,600形電話機の商用試験が開始されたことほ,新しい時代

の到来を感じさせる二 一九 私設交換使,有線放送装置,甘勺装琵

もおのおの新しい紋種が開発さ′れ内容が豊吉になってきたこ

また36年度開通L_た時分割電子交換傲も,その実励状テ妃の追跡が

行なわjl,その高い信宿直も確められたて

伝送機器は各機種の全トランジスタ化がますます推進さjtた(無

禄通后機ヤビデオ機器などでも,ニのトランジスタ化の仕上げは次

々と行なわれ,多環無線依,FM無線機,テレビ放送機,丁二業テレ

ビなどについて′+＼形化,低電力化,高信軒度化の製品の実用化が進

んでいるこ

さらにマイクロモジュールなど装置の小形化のための電子部占l!】の

開発も順調に進んでいるこ

またこれら各種技術の開発深安が大きくなる一方,ニれらの製l枯

を総合したシステムも段々その規模の大きなものが現われ.その範

軌よj如こ通信機器の分野たけにとどまらず,電子計算枚を含むもの

まで拡大している丁

構成材料の自給から始まる目上聾法作所の総合技術ほ,ニjtら各種

システムの建設にも捕鮮することが期待されるr.

8.1システム装置

各種の通信機あるいは電丁計算機などは,おのおののシステムの

一環をなすもので､この項目以外で述べられるものもシステムに無

開院でほないが,二の項では特に日立製作所でシステム全般にわた

;〕総合受注したおもなものについて述べる｡

日本国有鉄道納入の埠帝予約装置ぶよび列車電話装置であるが,

前者ほ昭和35年2月に実動を開始したMARS-1号機の全国版であ

J),後者はこれも昭和35fF7月に開通した東海道線粗3､列中電話の

帝幹線版である二

二jtらほシステム分析力一らシステム構成,設計,拳法造,建設まで

に3ないし5年の長年月を要する大規模なもので,エレクトロニク

スの各部門の技術の総合によるものである仁

ノ㌻後技術ほ細分化 二郎引ヒさ九る方向にあるが,一方各種の自動

機械化の線に沿って,通信システムの結合技術ほますます重要にな

ってくるものと思われる丁

臥1.1座席予約装置

日本国有鉄道においては,34年蛭に日‾-1(拳法作所が納入した

丸IARS-1座席予約装置に東海道線下り4特′ヨ､を収容し端末装置14

台で実用しながらディジタル電子計算依の実時間処筆削こ関しての種

々の問題′-ご丈を解明していたが,その良好な成績から全国規模の自動

予約系の建設が計画さjt,東京センター用の電子計算機,各窓口な

どに設置される端末装置,中継用電信交換機などから構成される

MARS-101システムー式を日立拳法作所が受注したて こjlほわが国

ではもとより全世界でも例を見ない仝仁1動処理システムで計算機,

伝送,交換など各種技術の総合である■ 端末装置は昭和37年3月第

1期分として各駅や交通公社営業所に約100台納入され,伝送回線

一てさその他各種の実用化試験が行なわjtており,システムの実動に備

第1岡 m4ARS-101端 末 装 置

(右)B形操作態(右)指芯券印刷機

えている{

東京センターの初期収容痙概数

は約25,000轄程度であるが,逐次

士那呈し,中央処理装置としての電

十計算機ほ東京,大阪,その他の

地方大都市に分散配置さjt,収容

室軒数は100,000概以上,端末装

ffデモも500≠～以上となり,R本国有

鉄道のうモ指定列申の座席予約業務

が取り扱われる予定である(.

二のシステムは実時間で24時間

実動を行なうため電了･計算機は2

ナr並列運転を行ない,高后椒度の

動作を別しているへ端末装置と電

子計第:機とは電信円田線網で結ば

.そしており,出fL窓口で端末装置の
押ボタンを操作するとR什,列車名,

第2図 MARS-101

端末装置制御装置

乗降中駅名,座席数などの情

報が50ポーの電信符ぢ一で所要の中央処理装置で受信処理され,但

ちに回答情報が返送されるて 端末装置でほ回答情報によf)所要枚数

乃指定券を日動印刷するて 情報の送受に要する時間は約5秒で指定

券印刷の時間ほ約10秒であるワ ニのシステムが完成すれば大幅な予

約サービスの向卜と事務能率の向上が約束され,その成果が期待さ

子Lている〔.

8.1.2 東海道新幹線用試作旅客電車用無線電話装置

国鉄においては35年度に400Mc帯を梢いた列車椚無線電話が開

発さjt,東京,大阪間の昼間特急列車に設置さカし 業務用ならびに

公衆用サービスに叩いらjtている(今回これに引き続き東海道新幹

禄H=二Lて,同じく400Mc帯の列車無線電話が使用されることに

なり,そのモデ′し粗大間(小出原一棟瀬付近)とLて先行建設された

地域の2基地局(用田,弁大山)と仮統制局(鴨の宮)に地上設備を,

先行製造された列車2編た如こ移動局装置を納入したT.本装置は統制

局がモデル線用の仮装霞であるほかは,全線を設備するときと同じ

ものを設計製作したものであるT方式としてほ,前回が公衆,一般

業務月=こ2チャンネルの回線を梢成し,一般サービス電話を提供し

ていたのに対し,令回は運転指令のために,専用の2チャンネルと,

ヱこ衆,一般業務用に6チャンネルの合計8チャンネルの回線を構成

し,トラフイツタ的に大幅に規模が増加したことが大きな変化であ
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第3図 東海道

新幹線旅巷:電

車無線用基地

局受信架

第4凶 東海道 第5上皇1東海道新幹線旅客

新幹線旅客電 電il亡無線用移動局端局架,

少無根用基地 制御架

局送信架

るが,特に運転指令系を専用iこ隅成したことに意義がある｡すな才一

ち,東海道新幹線のように,非常な高速の列車が,多量にしかも駅

間隔の長いロニ閃で運転さ八るのにほ従来のように駅で陣中中に運転

指令を手交Lているのでは不十分で,′女く三で能率的な列車運行を則

しがたく,二れが運転指令系の電話回線を保有することにより一挙

に,しかも矧曜的に桁1ナ仁三達の手段を改善したことになり,その宕

味ほ大きい｡

なお東海道新幹線ではトンネルが全線500kmのうち601くmもふ

り,規東海道線の約251くmに比して約2.4倍くらい多いが,運転桁

1†のように重要な臼的にH‾jいらjtるので,刀く感地域の存在ほ許さjt

ず,トンネル内にもフィーダーで信号を送り込ん,必要に妃てじてブ

ースタも配置L,不感地域の絶滅を図り,また基地局ヰ)前回の14.事J主

に比L,27切に増Lて,む仁)のない電界な偶成し,弱`電界地【互の絶

無を剃Lている｢

次に装醗とLて見るならば,8チJrンネルの装;賞を経済的に†′印丈

するために,基地から移動･bう方向のための無線送信機,受信機は多

重方式とLてあり,また移動局から基地局方向のための無線送信従

ほ送信周波数切り替え(最大3同地)を可能としノて,移動八加こ堵載す

る無線送信機を4個(うち1個は運転指令用の非常千姫)とLて,

経済化を図りながら1列申の同時通話数を運転指令系で1チャンネ

ル,公衆一般業務用2チャンネルまで可能にLている_.

かくLて構成された無線伝送路の移動局側は中上用の多重搬送貴

信を持つ端局架と制御架を配L,車内運転操r巨億電話機,その他の

電話棟に接続Lている(列車ほ個別にも肝ででも呼び出せる必要が

第6国 600A自動J〔卓上電話榛
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あるので,この日的のためこ新しく開発された音片を刊椚したリー

ドフィルタを使用し,15c′′■sスペーシングの帯域内信号を判読L.

ダイヤ編成上の列中番号3敦子そのもので呼出し可台巨とLているノニ

また無線仁三送絡の基地局側カ･らほ,基地局と統制塙間の9チャンネ

ルの多重搬送が配されて,今回ほ鴨の宮の仮統制局から一般電話回

線網に接続さJtた｡今回モデル線r‾スニで十分に実円試験がなされた後

引き続き全線用装群が製作さjt.仝システムが構城されるときには

木系統は東京の〕璽転指1‡所カ▲ら直接列車に運転指1iを発し,また一

般電話→十一ビスに役だつことが期f与される｡

8.2 電話機および交換横

37f｢度は在米の4号形亀講様に代わるべき600形電ご言.1粒の祈1日

晶應試作一端が日本電信電話公社に納プ､さ′ざし試用試験が実施さjLて

通信系についての新しいい/;二きを感じさせる年であったニ ニのよう

な動きほ(三かの綴種にも言えることであって,宅内機器として新し

いキーテレホンが誕生し,電子交換横の動作二女定圧も確認さjtたっ

また新Lいクロスノミノ(市外交換倦も口本電信電話公社に納入さjl,

各しぃこ納めらjtた新Lい課金装r琵や自動即時化用装匠とともに成句

を発揮している(クロスバ式私設交換性,私設手動交換機,有線､托

送矧デモなどにも新しい禎域が続々と開拓され 通信の近代化に一役

‾′を買っている｡

一方日本電に罵言il公社向:ナ,一般向け製品を問わず,改良,適召

鰍相の拡大,標準化も着々と進めらjt,クロス/ミ交換機ほ全国自軒

川時化樅能をイ了する椀種が大量に製作納入されたて また36年度米(つ

帆司r7さあるが,ストロージャ形の全国口動即時化開渠琵や課金装置

など;･こもクロスバ交換横田託品が大いに使われるようになってきチニ

のr･さ,クロス/ミ交換機用部品の生産設備が拡充さ′寸し,増産が進めち

れる一ブナ.その性能も次第に向上L一,きたるべき日本電信電話公社

の第3次5個中計向を棉Jヾうとする通信計由の拡充に‾対する布石も三

了しチニ｡

8.2.1電話枚および宅内装置

(1)600形電話憐

4り一形電話機にかわる新形600形電話棟の試作検討が日本電信

電話公社を中心に進められていたが,日立製作所もこの量産試作

を分担して椚和37年3月東京都下昭島局を析ム子),全国で数局を選

んで実用試験が開始されたこ

この電話棟は,4号形に比べ総合通話能率で約7ないし10dB

の性能改善を因ってあー),ケーブルの細心化とあわせきわめて経

済的な施設を可能とするものであるて 近く第2担J量産試作による

実用試験が予定さjt,着々と量産化検討が行なわれているこ

(2) 2川縁キーテレホン装置(通信局等認定第20号1版)

最近の事頻用電話の普及にともない,より便利な電話の利用を一

石J能とするキーテレホンを製作したこ この装置は,主装置1と電

話機数個を1群として設置し ニニヘ局線,PBX内線あるいは

この巾老計2同線を接続便閂するもので,各電話機に備えた回線

㌔

i≠_生を菱を㌔若

第7図 HSA-701電話機(2阿線キ〉 第8図 HSC-302電話機(秘話付個別

テレホン電話装鮮) 呼出用有線放送電話棟)
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選択ボタソ,保留ボタン,内線呼出しボタンの操作により,回線

の選択発信,通話保留,独立内線での打合通話および転送を行な

うことができる｡またランプ表示により,着信,話中,保留,あ

きなど,これら2回線の使用状態が一見識別できるので,使用ひ

ん度の多い事務所などでは,むだな操作や,別電謡機を使うため

に離席するなどのわずらわしさがなく,また互に異なる柏手2老

と交互に通話を切り替えて使えるなど,きわめて能率的に電話を

使うことができる｡

卓上電話機は押ボタンスイッチ,表示ランプなどを内蔵するに

もかかわらずきわめて′+､形,かつ特色あるデザインであり,机上

のスペースをとらない｡

(3)キーテレホン装置2形(秘書電話用)

2回線キーテレホンの姉妹製品で,局線,PBXl勺線などいずれ

か1回線に,主装置1,電話織2(幹部1,秘書1で電話機は同

一のもの)を設置し,幹部,秘書のいずれにおいても着信,発信

ができ,また保留,転送,幹部秘書相互の呼び出し,打ち合わせ

ができる｡

この装置は幹部,秘書という関係だけでなく,事務所と倉庫,

店頸と居室,1階と2階など広い応用途が期待されている｡

8.2.2 有線放送電話装置

(1)秘話什個別呼出し用新形有線放送電話枚

36年度実用化した秘話付個別呼出し装置は,日立製作所独特の

すぐれた撥能と取り扱いの簡便さから好評を得ているが,このほ

ど加入者宅内に設置する電話機の新形を製作,構造,デザインを

一新した｡

これほパルス選択機構,通話回路,スピーカ回路を電話機きょ

う体内にすべて装備したもので,さらに防側音回路を採用,わが

国最初の9センチ(3.5インチ)スピーカを実装したため,通話能

率,放送音量音質の大幅な改善ができ,また宅内工事,保守点検

がきわめて便利になった｡

(2)個別呼出し用有線放送電話装置

有線放送電話特殊装置の第2弾として,個別呼出し装置を製作

した｡これまでの普通有故に個別呼出し機能を付加するには,本

部装置の一部取り替えと,加入者側ほ特殊ベル箱の追装を行なう

のみで,電話機の取り替えや大幅な改造がいらないという特長を

有Ll回線15戸までのベル音による個別呼出しが可能となる｡

8.2.3 クロスバ交換棟

(1) 日本電信電話公社納市内外クロスバ交換機

市l勺大局用のC41,51形自動交換機を36年度に引き続き田川

局(4,6001句線＋TS),郡【1j局(8,500回線),松江局(7,000回

線),徳山局(6,000回線＋TS)および椎内局(3,600回線)に製

作納入した｡これらの局には"0”一本化さjlた市外識別番号に

適合した改良装置および新電話料金制度の施行に必要な各種のC

形自動交換機用K装置が含まjt,全国のダイヤル市外通話化に必

要な機能を備えている｡

市外交換機としてのC61形交換機は,第二池袋局(入:1,500回

線,出:1,000回線)および霞ヶ関局(入:1,850同線,出二既設

ユニットと複式に3,500回線)に製作納入した｡本来,C61形交

換橙は市外発信,市外中継,市外着信の複合機能を有する交換放

であるが,これらの局に設置されたものは,それぞれ東京"9”区

画および"5”区画の加入者からの市外発信呼を扱う市外発信交

換機であり,新料金制度にしたがって開発されたK課金装置を備

えているほかiこ,きたるべき全国番号9数字化にも対処できるよ

う配慮されている｡このC61形交換機の一部を第9,10図に示

す｡

(2)一般民需用AX3形クロスバ交換機

評 論

窮9図 CA61号A-DP

ヤング用架

第45巻 第1号

第10図 CA61号Aマーカ架

窮11図 AX3D形クロスバ交換機の試験室の一部

第12図 RX38形クロスバ交換淡の機械室の一部

すでiこ本誌に発表されたAX3D形私設用クロスバ交換機は,

一機種で100､2,000回線をカバーする適用範囲の広いクロスバ交

換機であるが,適用範囲を限定すればさらに小容量における経済

性が増すので,今回適用範囲を100～600回線として,機能および

性能ほAX3D形と同じでしかもフレーム,レジスタ,トランク,

什荷装f許などほ同じものを使用する方針でAX3M形を実用化
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し AX3形の経済的な適用節域をさらに瓜ずることができた｡

舞11図にAX3D形クロスバ交換機の試験三三の一部を示すっ

(3)日本国有鉄道RX形クロスノミ交換械

日本国有鉄道全国トールダイヤノし化の一環とLて,昭和37年2

月名古良三総括局にRX38形とRXP2形クロスバ交換機を納入し

たっ RX38形クロスバ交換機ほ,加入者実装1,600し切線,中継線

実装270卜il線を収容する大規模のクロスバ交換枚で,東海道線の

要所として日本国右鉄道通信網に大きな貢献をするものと期待さ

jtているT 本装掛ま,新しく開発した能率のよい4段接続形式の

ローカルステージと,経済的な2線4線混合2段接続形式のトー

ルステージにより構成され 両ステージほインタマーカ方式で結

令されている(

なお什帯装匡たとして,無ひも中継台9台,列中電話台1千丁,案

F勺台3台,電話監査台1台および各種試験装踪,トラフィック測定

装置が設置されている｡第12図にRX38形交換依の一部を示す｡

8.2.4 ストロージャおよび手動交換機

(1)課金関係装置

市外電話料金制度は全国日動ダイヤル接続を実現する第1歩と

して従来の単位時間法による複式王室算方式から距離別時間差方式

に切F)替えた｡料金制度の変更に伴って必要な課金関係装置が各

地の電話局へ納入されたが,この課金装置は日本電信電話公社の

指導により日立製作所で開発したもので,36年度以降東京千代田

電話局,その他で試用試験が行なわれた試作品の仕様を,さらに

検討の上改良を加えた装置である｡これを弟13～15図に示す｡

(2)ストロージャ交換機へ多周波電源装置の導入

市外中継交換機としてのC8形クロス/ミ交換機ヘストロージャ

交換機を接続し,全国自動ダイヤル接続を可能とするためにスト

ロージャ交換機用として市外発信機能を有する装鐙を口本電信電

話公社の指導のもとに開発した｡

この装置は課金機能を始めセレクタスイッチで消去された市外

番号の再生機能,全数字MF信号送出機能,披選択局斜回線が全

話中の際に迂回中継接続を行なう駿能を有L,トランクスイッチ

シェルフ,レビータ,レジスタセンダ,センダリンク,トランス

レータおよび各種発信装置からなるワトランスレ一夕は全国自動

ダイヤルに備え4数字市外番ぢ一耐訳を可能としている点,C8形

に限らずあらゆる形式の市内二および市外用クロスバ交換機に接続

できる点も本装置の特長である｡

(3)試験台集中方式

交換機の性能向上とともに保寸老を常臥させない電話局の数が

多くなるにしたがい,ニれらの電話局の交換機,電源,加入者電

話棟,線路などを試験する試験台を前人電話后如こ集中設置L,無

駐在局ほ単なる子装置のムを設けることにより有人電話局の保守

老が無駐在電話局の保寸も兼ねる方式の実用化が望まれていた｡

日立製作所で試作し,日本電信電話公社へ納入した装犀利ま,I訪問

距離の長い 局にも適用できる′た,制御を始めとする各種情

報の送受信も通話線を兼用して伝送路の経済化を図った点,信号

の伝達は特別な直流/ミルスによって構成しスピードを上げた点,

操作を簡易化した点,電源は交換機用電源を兼用することにより

経済化した点に特長がある｡

(4)AKC-4交換検

事務能率の向上と生活の近代化により,従来の有ひも式手動交

換機に代わって無ひも式半自動交換機がクローズアップされてき

た｡さきにAKC-1共電式交換機により,10｢可線用無ひも押ボタ

ソ式共電式交換機を完成したが,続いて内線40(×2)回線,局線

8回線の容量をもつ,小形でスマートなAKC-4交換機を完成し,

すでに数個所に納入して好評を博しているっ この交換機ほ,小形

第13図 KA2

号レビーク架

第14図 KA2 第15図 KAl号試験棟

-り･遜倍監視架

第16L勾 AKC-4交換機卓上操作純

第17図 AKC-4交換機継電器箱

優美な卓上操作箱(弟lる図)と主にマッチしたデザインの継電器

箱(第17図)よりなり,日照式自復形電鍵を使用しているので操作

が簡単である｡内線ほ10回線,同線ほ1回線ごとに増設できる｡

内線加入者は電話機の押ボタンを押すことによF)ん,〕線に｢1勃発信

できる｡またクロスバスイッチ,ワイヤスプリングリレーを使用

しているので,信転度が高く保′､■j:が簡単であるで

(5)A形無ひも中継台の標準化

A形自動交換機用無ひもrf‾∫継舟ま,従来,局線10回線以下の小

容量自動交換機用として,AF-2形無ひも中継台が標準化されて

いるが,すでに開発されたAX--3形クロスバ自動交換機用無ひも

中継台についで,局線10何級の小容量より,局線50回線以上の

大容量までカバーでき,かつ操作卓を変えるたけで,卓上形にも

据同形にもできる顛ひも中継台を完成した｡この中継台は,自照

式日復形の押ボタンによる共通表示および操作により,自動的に
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所要の后)線および接続回路を選択して取り抜いできるように考亭

してあり,操作が簡単,増設が容易などの特長がある｡特に内碑

加入者の話中表示ほ全加入者に共通の,1個の話中表示ランプニ

より,内線加入者呼出しの場合,扱い者がセソダボタンを押しi･【てこ

わった瞬間に表示されるので,従来無ひも中継台こ必要だっチニ｢弓

線加入者ごとの話中表示ランプが不要になった｡

8･2･5 交換機の電子化-H】T亡X-3システム

東京急行電鉄株式会社自由ケ丘交換所に納入さ一れたわが国最恥二

実用電子交換機HITEX-3システムほ昭和36年10月29日開口し.

3万個をこえる半導体素子によF)構成された装置として画期的な2ヰ

時間連続運転にはいり,以来順調にサービスを続けている｡

本システムは加入者容量640回線の半電子式加入者交換機LS上

4偶の加入者交換機を相互に接続する出入線容量30回線の全電子式

中継交換機TSから成っている｡本棟ほ実用機として長期にわたr_･.

十分な活躍をするとともiこ,次期交換械の本命と目される電子交換

機の斑初のものとして,次の点で技術的にきわめて重要な意義をも

つ○

(1)中継交換機として時分割全電子交換機の早期実刑ヒ,中経

交換機は呼出し信号などの比較的高い電圧を通話路に通す必要カニ

なく,したがって早期に実現できるので,これにより時分割交換

機の実用性を実証することができる｡

(2)通話系,制御系における時分割多重化技術の広岡とその可

能性の実証｡

(3)半導体素子による交換機の信瞭性検討

35年度初頭から約1年間にわたり,素子の信頼蟹を検討L,

HAZARD RATElO‾B/HOURを予測し,ニラtに基づきシスチエ

イ言煩度を理論および電子計算機による数値計算から推計L

システム信頼変 40年間で75プ言

加入者信転度 2年間で75%

平均保守時間 2.88×103時間(約4カ即

が行らjtている｡実際の運転或漬からこれを実証することがて_き

る｡

8.3 伝 送 磯 器

37年度の概況と今後の動向

37年度は36年度開発した各機種の全トラノンスタ化シリーズニ‾二･

仕上げならびに発展の段階であった｡なかでも大きな技術的前進二三

H形新標準構造の開発である｡

新しいH形構造ほ,36年度標準化したPJ一電搬シリーズおよ乙て･･

TT-通搬シリーズに対する標準構造として信頼度を主として検討開

発したものであって,トランジスタ化して以来の日立製作所の実績

が盛り込まカtており,今後の搬送装置構造の一つの方向を示すも･つ

であると信ずる｡本構造を基本として国内ほもちろん,海外輸出ノへ､

の大きな飛躍を期待している｡

日立製作所でほケーブル搬送(短搬)を多数,主として日本国有

鉄道関係に納入しているが,37年度ほさらに顧客の実情に沿うよう､

線路特性など十分なる現地調査の結果に基づき,裸線の混在するケ

ーブル区間にも適用できるよう,短搬装置の陳能を拡大した｡これ

は日本国有鉄道金沢一糸魚川間で実用されている｡このようた混在

区間ほ非常に多いので,大いに活用されることと考える｡

キャリヤリレー用搬端においてほ全トランジスタ化により方向比

較方式,指令式あわせて約数十端局の納入実績をあげ,各電力会社

にて愛用さjtている｡特に同一周波方式におけるビート除去のため

のゲート方式は日立製作所独特のものである｡

伝送技術を駆使して新たに製作された市外クロスバ交換機用信号

装置が日本電信電話公社に納入さ才t,好成績で運転されている:今

詳 論 第45巻 第1号

赫

第19岡 CR-12形

第18阿 CT-12形12通話 12通話路ケーフ

路レープノン搬送端局装置
′ン搬送中継装置

後は,さらこ交換性器の部分電子化が推進さjtる気運にあり,37年

度ほその一つとして1◆ユー1号多同湾受信器のトランジスタ化が完戻

された｡

臥3.1多重囁局装置

さきに開発したオールトランジスタ形多重端軌ま,その後装置･つ

蓬済化および市場の拡大こ努力た結果,日本国有鉄道を始め電力全

社その他に多数納入さ′ナtた｡

(1)CT一-12形12通話路ケーブル搬送装置

国有鉄道の業務用通信において,支線系ほ裸架空線によって構

成されで､､る部分が多く,風水雪害および交流電化による誘導妨

害を受･:チャすいので,地下埋設ケーブル化が推進さjt,長距離E

線ではケーブル搬送を重畳することとなったっ

この計巨軌こともなし､,日立製作所では北陸線,信越線,上越線

において敦賀一福礼 金沢一直江津一柏崎,長岡一新鳳 長岡一水上

間に合計約40台納入し,日本国有鉄道業務通信に活躍しているて

本装置はケーブ′ン搬送としての標準特性のJまか,裸線区間の混

在する場合にも適用可能なるよう,下記の特別調整が可能となっ

ている【

(i)出力レべノンつ増大

(ii)AGC調整範閉の虹大

(iii)線路等化器調整範師の拡大

(2)入′IT-60形60通信路無搬端局装置

マイクロウエーブ無線機と組み合わも 主としで電力会社,日

本国有鉄道,私鉄たどの業務用通信に使用され 今回12Gcマイ

クロ無線機と組み合わせ,東北電力株式会社新潟支店管内に納7､

した｡

本装置は電話の二三六▲,キャリヤリレー,テレメータなどの信号

回線も重畳できるため,回線監視および障害記録に留意し,特に

回線監視は60CIi群として60kcパイロット,12CH群としては

84.08kcの群パイロットを綾羽している｡

臥3.2 標準形トランジスタ電力線搬送装置および通信線搬送

装置

37年度,新しい通信機用構造としてH形構造を開発し,標準形ト

ランジスタ電力線搬送装置および通信線搬送装置の全面的モデルチ

ェンジを行なった｡このH形構造ほ,主として信煩度の面から,従

来の構造に検討を加えた結果生まれたもので,トランジスタ化さ′書こ

た簡易な通信機に適用されるものである｡その第1号機を昭和37年

9月に中国電力株式会社に納7､して以来,そしり他の電力会社からも
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■■#革′･､サモ

舅20凶 MT-60形60通話

路無線用搬送端局装置

第21図 TT-102形

通信線搬送装F∈′【亡

､岩内IF-]標準筐体)

后 機 器

ま
-○

∋

才子22iゝ■三IPJ-18形

起七二■与ミ撒,ミ三共FrF

‡‡ナし十年准f壬†小Il-‾Jノ_

境々として注文を受けており,また37年覧受注の確定して･ユニインド戸1

マドラス川向けの電力線搬送装置こも応稲されている｡

従来のトランジスク化装置の多くこま,シートタイプあるいほブ＼･′

7タイプと称Lて小さな印刷回路板に分割しノ,こ.れを姐ユ合わせて

其匿を構成する構造であったが,H形構造しつJこきな特長は,大きた

三コ刷回路板を用いて装置を機能別にまと三っ7七数個のブロックこ分

ナ,これを専用のマルチプラグジャ＼ソクヂr巨口いてプラグインすろ⊂と

うにしたことであり,次のような特長を持っている丁.

(1)接触部分の数が少なく信硬蟹が言付J､｢

三二2)盤閃配線工数が少なくてすユ.Lニュニがって配線処至巳に原卜l

ナる事故が少ない｡

(3:)前面分割カバーを廃し,観音聞きとこ､'らとしチエノ〕r‾さ,外税

美Lく,授作が筒i‾iiである｡

てニユ､)機能的に関連のある回路がすべて一つのバネノンl勺にまとし･う

て配置されているので,調整,点検たごが触班にけなえるT

漂準化さjtた電搬,滴搬はP､卜17H形(二1CH電耗),PJ-27H干j

･､2CH電報),PJ-47H形電搬(4CH電搬),TT-102H形(1CH通

把),TT-301H形(3CH通搬)の′詩形て,ニ十しらはおのさゴの本体呂1ニ

舌とオブシノヨナル部分とに分かれ,個々･刀顧客仕様によって実装さ

ヤtるオプショナル部分は,恭形に対して共鳳こ用ニーまさ′子している｡

8.3.3 信号伝送装置

トランジスタの長所が実績とLて吉ヒムらら二子tてきたた+､子〕,兄も高忘

硬変を必要とする搬送保護継電装置円邦送電流矧宣においても,石

壁方式のトランジスタ化が完成さjtフ了二｡

搬送電流装置のトランジスタ化に当たり,高出ノJレべノンの送信+うこり

幅器が問題となる｡日立製作所は34年空,∴～′tらの桝光を開始し,

当時高周波高山‾ノJトランジスタであった2SA232にユリ÷30dB･つ

出力を待た｡しかし従来真空管による装【∈トコは,出力レベル十40dB

うミ標準であるので,送信増幅器のふ真空管を使用LたPK-18B形ヱミ

開発された｡本装置ほ,送信増幅器の十30d王ミまでがトランジスタ

化され,終段の10dBを2本の真二ヒ管によっている｡こぅしにより高

さ2,300mnl,幅520mnl,奥行225mmの架に2システ∴実装L

ている｡

その後,メサ形シリコントランジスタの実績により,さらに最大

出力十40dBの全トランジスメ化装F毘PK▼18E形を開発した｡本装

置は,掟∵j二を定期保寸･乃考え方とし,電圧計,レベル許などを迫二右妄

実に実装せす,点検は継電器蜜㌫ニュろ巨i勅点検にいっさいの点検キ

第23阿

PK-18B形

〔】叫】

与`ぎ26[宝1PK-10D形

鞘う王

腎第24【宝J

PK-18E形

搬送電話装置

75

節25図

PK--10C形

搬ユ玉堤流装琵

…

‾‡‾攣唾ミ済
_ノ?忘=く▼ザ

石≡■三=一議壷一頭)
′--‾･亘_三_一事蕉:-.
ヾ己.･､_､覇‾

瀾Ⅷ

ぎ享27図 C81-け

ユーMF電i原用潔

ぎ∴こせ二七三､ノ)′‾∴∴テtらに｡てここ)1架こ4システムをり三装L-ている｡

∴F上ノ〕開発の城果こょり,さらに日立製作可テ独白の多端了一用指令

式PK-10C形ヰiよこごPK-10D形をトランジスタ化したっ PK【10C形

三と汁乃＋40dl∃で,FS変復調器,受信計数一軌 道受†;了ゲート回路

ここごこ:三シりコングイオ-ト トランジスタを駆使している｡PK一

ユ(二1D形はf)K-10C形の変形で､1,2号線独立指令式のものであっ

て､出力こ£÷47dBとなっており,送信増幅器は真7只管である｡

臥3.4 信号送受信器(クロスバ交換轢用)

言号電源およCご一己号受信器ほ,クロスバ交換機の交換接絞,フレー

∴識別などに重要な役割を果たすものr･さある｡日立享担作所でほすで

二1'ユー1号多周波受信器(真空管式)およびⅤ-1号TMF発振器(ト

;ンジスタ式二)を多数製作し,クロスバ交換局に納入Lているが,

訂年変こまさらにC81号A一丸4F電源用架,C81号A-FMF受信器,

C81号A-DT受信器など†即トクロスバ交換機用信号装【詑を開発約

_シ_

C81-り一A-ゝiF電i肘口究は第27図に示すように,マーカのフレー

ニ詣柑+用F九′IF信一弓▲電源,市多ダイヤ′レ多周波信号電源,市外ダイ

ヤノン多周妄蛙信号電源なちご:こ硯呵,予備切替ユニット,集合警報盤,
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第28図 C81号A-MF受信器

ジャック盤などを1架に実装したもので,交換機動作の情報送受を

多重化し,経済化を阿っているて C-81号A-FMF受信器はフレー

ム識別に使用される6周波の受信器で策28図にその外観を示す｡

C81号A-DT受信慢はトランク試験架およびセンダ試験架に必

要なダイヤルト〉ン(400c/s)受信器で,弟29図にその外観を示

す｡これらはいずれも真空管式である′

また交換位の部分電子化の一環とLて,前記VA-1号多聞渡受信

器のトランジスタ化が37年度開発,執肘ヒさカtた｡

8.4 無線通信機

無線通信機全般にわたって,トランシスタ化によr),機器の小形

化,信頼度の向L,電プJ消費の減少などの長所ある機器が完成し,

今まで真空管を便ノー口した機器においては考えられなかった哨途が開

発されつつあるご

FM無線機についてほ,60,150,400Mc各機器ともトランジス

タ化を完成し,各種選択呼出装置の完成とあいまって,各方面へ多

量に納入している｡

また多重無線機についても400Mcマイクロ波無線機のトランジ

スタ化を完成し,機器の′+＼形化,后転変の向上などの特長ある多重

無線機として好評を博しつつある(

工業テレビにおいても,トランジスタ化により,より新Lい応用

分野の開発に成功しつつある｡

8.4.1超短波無線機

トランジスタ化超短波FM無線機は36年度における標準形の完

成に引き続き,37年度は電力閏統一仕様に基づき新しく設計した

150Mc帯移動用無線機として出力5,10,25Wの各種および基地

局用として出力10,25,50Wの各種を完成し,すでiこ各電力会社

に大量に納入Lている｡

400McFM無線機については,電波法設備規則および前記電力用

統一仕様に完全に合致し,また大幅なトランジスタ化により,小形

高性能の移動用4W無線機および基地局悶出力10,20Wの各機種

を完成し,大量に納入している｡

自動選択呼出し装置(セレコール)については,金融事業用セレコ

ールが既開発のタクシー,サービス業務稲に引き続き完ぼされ さ

らに電力用,行政無線川セレコールを開発中である｡

以下その概要を説明する｡

(1)トランジスタ化150McFM無線機

(i)移動用無線機

本棟は制御器,本体とも一体構造とし,自動車のダ､ソシュ板につ

りさげ,使用する構造で,制御器分離形としても使用可能である｡

受信機,電源各部ほ仝トランジスタ化され 送信機も低周波部

はトランジスタ化されている｡

25Wほ本体に電力増幅部を付加する方式となっている｡

(ii)150Mc帯基地局用無線棟

本機ほいずれも1,250×520×225mmの新形架に実装された固

定自立形無線棟で,受信盤は全トランジスタ化されている｡

(2)トランジスタ化400McFM無線畷

(i)移動用無線棟

木磯は全国にさきがミサて,日立UHFトランジスタの使用によ

第29図 C81号A-DT受信器

第30図 SEM-2508A形150Mc25W移動用無線楼

第31図 SEM-0510A形400Mc4W

移動用無線機

第32図 SEF-1015/2002形

400MclO/20W基地用無

線畷

璽喜≡怒喜

第33図 SSB-16形金融業務用固定局セレコール装置

り受信機の高周波増幅器も含めて全トランジスタ化した｡小形軽

量,低電力消費,かつ高信板度の移動無線機で制御器,本体一体形

または分離形内用となっている｡

(ii)基地局Jl‾j無線機

本機は(i),(ii)項と同形状の基地局用無線機で,受信盤,送

信盤の基本回路および部品配置,構造ほ移動用無線機と同一設計

であり,調整保守の統一容易化を図ったr

(3)セレコール装置

本機は一般用セレコール機能のほかに,非常呼出し表示機能を

有し,移動局が非常事態の場合,自社基地局に報知して,通話を
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行なえるように考旛さjtているT

8.ム2 多重無線装置

(1)UHF多重無線電話装粁

34年度末400Mc帯の開放と同時に,従来の160Mc帯多重無

線と比較し,(イ)都市雑音が少ない,(ロ)空中線利得が取F)や

すい,などの利点から次第iこ400Mc帯に移行する傾向が見られ

るようになった｡こjtに対し口立製作所はすでに昭和36年10月

SEF-201-M形400Mc/10,20W多重無線電話装置(1)を世に送っ

たが,このほどさらに,400Mc/50W24CH多重無線電話装置己の

試作を終えた｡本装置は単独で回線栴蝶が叫能なるのムならず,

予備架,遠隔制御装置と並設することiこよF),(イ)セット予備

方式による障害時自動切り替えができるr(ロ)中心局よF)無人中

継局の監視制御ができる,などの操作が可能で,さらに本装F凱王

送信部以外は仝トランジスタ化し,回線の信輔性の増加を阿った｡

(2)マイクロ波多重無線電話装置

36年度合国で初めての全トランジスタ12Gc帯60CH多重無線

機を完成,阪神電鉄株式会社に納入し,注Rを集めた｡その後の

改良,新種トラソジスタの採月]により性能の向上を図った新形機

を完成L,東北電力株式会社に納入し新潟地区にて運転を開始L

た｡本機は特にキャリヤリレー伝送回路として十分な安定度を有

することが要求され,セット予備方式について固体電子化された

特殊な切替方式を採朋し,切替時間10mslソ､下の高速度切り替え

に成功した｡また12Gc帯の見でなく∴7Gc帯においては伝播損

失の大きい回線において偉力を発揮する全トランジスタ高感度受

信方式無線機の開発,高出力進子力伎管を使用する無線際の製品化

を進めている｡

8.4.3 工業テレビ装置

(1)トランジスタITV

ITVは最近教育,研究宣伝などの一般的用途に,簡易なトラン

ジスタITVがJムく用いられるようになってきた｡.TIE-5形IT17

装置ほ,これら用途に適するよう設計,製作された全トランジス

タ化ITV である｡また電源は交南両用で,消費電力,維持費が

わずかですむ｡付属品のオートペデスタル,オートズームレンズ,

遠隔操作器などを組見合わせj‾tば,受像側から白由にカメラ首振,

視野の調整が行なえる｡

(2)小切手照合装置(チェックアイ)

銀行,証券会社などの金融機関においても,事務合理化のたが)

のITVなどの電子機器を積極的に取り入れる気運にあり,すで

に一部でほ数年前よりバンカービジョンとLて,喜棋の無線伝送

が行なわれている｡チェックアイほこれら金融機関で,小切手や

帳票を照合するための店内用の有線式ITVであって,従火のITV

と異なりフライングスポット方式を使用している｡このため取扱

操作が非常に簡単で,解像力が良く,照明がイく要であるなどのす

ぐれた特長をもっているので,事務機伐として今後盛んに利用さ

れることが予想される｡

8.5 テレビ放送機器

郵政省のテレビサービス地区の拡大の方針により,最近は大都市

より離れた地区に放送局を新しく建設する要求が多くなf),マイク

ロ波による遠距離中継方式,VHF,UHF,サテライト方式の需要を

生み,われわれはこれらの機器の試作,生産に力を注いでいる｡ト

ランジスタ機器としてほ,東京オリンピ､ソクを目ざし,トランジス

タの特性を生かL･,真空管式でほ困難な性能を持たせる方向に開発

が進められている｡そして従来の小形恒星を利用Lた特殊用途の機

器としてよi)も,むしろ真坐管式に代わるものとして本格的トラン

ジスタ化機器が開発され,生産に移された｡
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第35図 チェックアイ

節34図 400Mc50W24ch

多重無線電話装置

第36囲 TIE-5 形

第37図 NHK納10W形STL装置(送信部)

8.5,1テレビ放送横器

(1)遠足巨離用テレビLt--淋装置

37年5月 7Gc帯,出力10W固定用テレビジョン中継装置を完

成,NHK(甲府bト高士吉田局)に納入し,無人后)として運用さ

れ好成績をあげている｡

(2)トランジスタ化可搬形テレビ中継機

クライストロン以外すべてトランジスタを用いた,周波数7Gc

帯,出力1Wの全トランジスタ式テレビジョン中継装置(UTT-15

形,URT-15形)を完成し,読売テレビ株式会社,広島テレビ株
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式全判二に納入L使用さjtている二

本装置の特長は(1)真空管式に比べ重量はユ盲以下,消費電力

こミュ盲以下で機動性に富んでいる亡(2)中間周波増幅器ほブロッ

クになっていて簡単に取りはずしが可能であり,その他はプリン

ト仮のプラグイン式であるたょう保守,点検が容易である｡(3)音

声端局もプリント基板ユニットとして送受信制御部に含まれてい

るので,取扱操作が簡単である｡(4)結合のノーイズフィギニ

アは13～14dBで真空管式に比べて1～2dB向上している｡

(3)サテライト装置

すでに日立製作所ではVHF帯サテライト装置を各民放局に納

入し,また全トランジスタ傲電力VHFサテライト装置をNHK

技術研究所の指導iこより完成している｡TV第二次チャンネルフ

ランによりUHF帯(670～770Mc)がサテライト用に割F)当てち

れているが,日立製作所では早くから茂原工場で開発製品化さjt

ていたセラミックUHF送信管を使用し,NHK技術研究所の指

導のもとに出力100W(映像実頭値)のUHFサテライト装置つ

試作を行なった｡試作装置ほ白票信号の中継のみでなく,カラー

信号の中継に対しても十分な性能を有しいる｡その後NHK高萩

局用としてUHF-UHF変換サテライト装置を受注し,昭和37

年12月末に開局,放送を開始した｡この局のチャンネルは日立[う

の隣接チャンネルであるため,その入力フィルタほ自局出力の回

り込みを押えるため,きわめて高性能を要求されたが,日立電線

株式会社の協力により初期のものを完成,使用している｡

(4)トランジスタ化イメージオルシコンカメラ

NHK をほじめ,各民間放送局でほトランジスタ化カメラはそ

の安定性および性能iこおいて真空管と同等以上であることを認

め,カメラの増設あるいは補充にはトランジスタ化カメラを設置

する幌向にある｡日立製作所においては,かねてよりイメージオル

シコソカメラのトランジスタ化を進めてきたが,37年3月NH壬て

の指導を得て,ズームレンズ式の移動形トランジスタ化イメージ

オルシコソカメラ装置を納入し,番組編或の一員として活躍中rO

_ト
､プ

の′00

またターレット式で電源がAC,DC両用の日立標準形TB-1ユ

形カメラを完成し,上記ズームレンズ方式とあいまって,トラン

ジスタ化カメラの分野に重要な役割りを果たしている｡

8,る 通信用測定機

マイクロゞな測定器はマイクロ波の応用分野の開発およぴミ州立王立

術の開発i･こ伴って高性能化が要求せらj/しる方向にある｡37年変には

この方向に沿ってミリ波古体回路部品,フェライト応用機器,高岱

空受信装置およびミリ波掃引発振器などが開発さjtた｡

シソクロスコープについては,すでに開発さjtた30-～2九4c帯･つ

漂準4機種の性能向_1二と信頼度向上に力を注ぐとともに,新たこ

60Mcシンクロ,デュアルビームーシンクロ,メモリスコープ5イ

ンチ,5れIc帯シンクロスコープたどを開発し,一般の需要に応す

る態勢を整えた｡

トランジスタ安定化電源は,電子装FF亡のトランジスメ化の急速しつ

進歩に伴い,需要が急激に増加する陳向にある二37年度はすでiこ柑王

売していた4機種を性能,信顕圧,価格の点で改良を加え,新鮮ち皇

4機種を確立した｡

8.る.1マイクロ波測定器

マイクロ波の応凋面が広範し凧こ開発さjし マイクロ波測足装置も

より高性能となることが要求さ.れているっ ニ･刀分野における37年空

つ開発計画ほ,36年度に引き絞いてミリ波荷主体回路部品,フェラ

イトな用機器,マイクロ波総合測定装置を主体として進とこららjLてき

た･乃で,それぞ′れの部門におニナる代表的た安男として次のものをふ

喜1二 論

鬱

第45 き 第1号

第38凶 大J坂読荘テレビ納1W全トランシスタ式

FPU装㌢蛋(メ引言吉1二)

串こ

串
や

螢

表≡=凶=′一塾決選‾

′一 変萱

憂嫁三礫
鄭畠硬筆

JJγ

笠
▲◆

`▼

昏
1■

亨‾三=;‾卓･ニー=-:一二竺
ミ‾亭･‾‾

妻ノ三･垂:学-
芸‾こ≡､=

≡薮表

萱_■

宣妄嚢

萱･琴

毒

■亘

第39fメⅠ試作UHF十テライト装置

第40｢二く了ゝ･il｢KO-5形トランノア､ク化イメージ

+ノニン1メラ袋;芦

ノ･一,一1ゝ-

イ

イ⊃-+′J■ゝ∵ごくコ′

･■.1)75Gc葺き一括涼i･Rt+与こ宕芹

50Gc鞘∴･プほ続いて75Gc子椚吊宮紐測定器の開発を進め,こ

｢‡け土数称つ唱iノ左数計,竜在f馴11促諸賢,方向性結合器,減衰器,

フリスタルてウントたご一連の三体回路測定器を製作することが

‾:言7二(｢一対ヒ放フ三･;高1て二･なるこつj‾して,一缶部の寸法に対する精度が

㌻;ご丁三T_空･ノ〕も･刀と七る･つて.二し二作栴吐の向+二に努力を払っている｡ク

1フ､リノンてウントニ三50Gc群山‾Fのものと梨なった方式をとり,

-7-､ノンてニュー∴キで与モEi‾ユL祖｡■′二てよとしユ}二二間被数計,滞衰器など
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ほ校正値が直読できるようiこ設計さ.子している二第4】図

に定在波測定器の外観を示すこ

(2) フェライト広岡僚器

マイクロ波領域におけるフェライトの仁一‾号]二三,増加

するすう勢iこある二 37年度開発した一わもたるフニライ

ト応用立体回路機器は75Gcアイソレーノ午.無線綴閏

現用予備高速切替器,変調器などでぁり.また50Gc

アイソレータの性能改善,7,10Gcアイソン一夕･つ小

綴 器 79

形化が行なわれたで こjtらの鞍器についてさらこそエフ

入損失の低下,小形化,温度特性の補償なごを考癒し

て開発を進めている丁

(3)高感度受信樽

天体雑音測定のために開発さjtた,いi)しpる受信波

変調法を用いた受信機ほ,微弱信号の検出二適したて

イクロ波受信棟であるが,その変調素子にフェライト

変調器を用いたものを製作し,ニの種の受信隣をよ･■〕

実用的なものとすることができたっ11Gc帯の例をとjt:ご･.第42

図参照)一115dBmの検出感変であるこ またワニライト変調器′.丁)

代わりにフェライト切替器を用いた受信悔も製作さiLているカニ.

この方式のものは標準信号と被測定信号の比較に適しておJl.プ

ラズマ温度測定装荷として利用されつ､､る‥

(4) ミリ波後進波管掃引発振器

後進波管の広帯域発振矧生は,圧こ帯域化,直視化のすう勢を⊥二

どる斯界に貴重なものであるが,そjtを用いた掃引発振器にほ一

般に高電圧掃引電源と,周波数に対する発振出力の変化を少た､.

するための自動出力別御(APC)装置が必要である.二 第43図,か装

置は後進波管による50Gc帯の広帯域掃引信号発生器であっこ

フェライト変調器によるAPCを備えており,周波数掃引桓間

2Gc,出力1mW以上,出力偏差0.1dBが得られている｡

8.る.2 シンクロスコープ

電子工業におけるシンクロスコープの需要はますます盗んとた･1)

標準品程より特殊用途の品種に至るまで,各方面で大量に要求され

ている｡36年までにⅤ-101形(30Mc､),Ⅴ一102形(15Mc),Ⅴ-1()ご五

形(4.5Mc),Ⅴ一104形(2Mc)にいたる4機種が生産されたカニ.3丁

年度においては次の4機種が新たに開発さ.子しアニニ

(1)Ⅴ-107形メモリスコーフ

蓄積管を使い酪時現象を長時間記録｢さきるシンクロスコーフて

ある｡管面の記録ほ数時間蓄積さ九,また随時消去できるカ､ら早

掃引,または非常に遅いくr)退い成形の観測,あるいは異なっ:÷二

時間に現われる波形の比較に使用すると便利である二掃引遅延二卜

よび時間日盛りを自蔵し垂直軸前置増幅ほプラグインう(でぁる二

(2)Ⅴ一110形デュアルビームシンクロスニーフ

2電子銃ブラウン管を捷用し垂直増幅器,時間軸回路をおのぉ

の2組備え,二つの現象を異なる時間軸を利用して同時に観測す

ることができる｡また掃引発振器の什側を遅延用に使用する土,

波形の全体および任意の一部分を同時に観測することができる｡

垂直増幅器は30Mcの帯域を有L卜おのおのプラグイン式と7七

っているから広い桐途で活用することができる‥

(3)Ⅴ-112形広帯域シンクロスコーフ

木器ほ従来主として使用されてきた30Mc帯域のものよりさ仁･

に広帯域の要求iこ応ずるために開発さ九た60Mcの帯域を持つ標

準形シンクロスコープであr),垂直軸,水平軸ともにプラグイン

式となり,おのおのの用途に応じて簡単に差し替えできるようiこ

なっている｡垂直ユニットは,標準形のほか2現象用,高感度用

を,水平軸ユニットほ掃引遅延稲タイムマーカ用のほかに数種炉

の開発を予定している｡ブラウン管ほ5CLP31を使用し,垂直有

牢41阿 75Gcキミチ

`三在披測左器

第43囲 50Gc芹

後進波管掃引発

第42図 11Gc帯 拒器

高感度受信枚

第44同 Ⅴ-107メモリ

ス コ ー プ

ち#竺
●●

● ●

帝

‾¶妻を志慕…悪賢三i_
`≡ノ禁裏 ≒海恥一句

､ 鞍

第46岡 60Mc l√-112

こ/ン ク ロ ス コ ー プ

諦
各

第45図 Ⅴ-110デュアルビーム

シ ンク ロ スコープ

第47L覇 Ⅴ-331形およびⅤ-33⊥と

形トランジスタ安定化電源

効範囲は6cmである∴一､ら,30Mcの4cmに比べて2現象の観測

などには特に便利である｡

(4)Ⅴ-115形シンクロスコープ

5Mcの帯域幅を石L,後段加速ブラウソ管(130HBl)を使用

した標準形シンクロスコープであり,Tlr用,その他一般用途に

使用される｡

8.る.3 トランジスタ化安定化電源

近年,各種半導体素子の開発と普及はめざまい､ものがあるが

それに伴い,これらを使用する電子棟器の電源,または回路試験

用電源にも,ますます安定度の高いものの要求が増大L-ている｡

この情勢に対応して,従来3Vより24Vまで7種類のユニット形

トランジスタ安定化電源を製作してきたが,37年度より6V(Ⅴ-

331形).12V(Ⅴ-332形),24V(Ⅴ-333汗≠)および1～24V広可

変形しヽr-334形卜二っ4種に整理統合を行ない,即納可能の態勢と
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なった｡弟47図に上記電源の外観を示すユニjtらはいずれ

も電流容量2Aの蓄電池代用を目的としたもので広範囲の

周開温度(0～40℃)で長時間の連続使用に耐えるなどの特

長があり,利用範囲が広いっ 従来需要は30Vが限度であっ

たが,シリコントランジスタが普及するにしたがって,出

力電圧が漸次高圧化し,かつ石J変範開も広くなる傾向にあ

るので,1～50V(電流0.5A)および10～110V(電流10A)

の電圧広可変形を開発したっ

8.7 電 子 部 品

近年のエレクトロニクスの急速な発展は,【‾∪描各技術ほもち

ろんであるが,部品技術の発達におうところがきわめて大き

いことは明らかであるっ また部品の発展の方向ほ,主として

小形化,低電力化ならびに高安完化に向けらjtている｡

われわれもこの部門の開発に大きな力を注いでいるのであ

(1)金属抵抗 (2)セラミック薄掟容量 (3)水晶振動子

るが,これら部品のうち,電子管および半導体関係は別に述

べられているので,ここでほこれらを除き,代表的なものと

して,マイクロモジュール,小形リレー,圧電形音さ(主として各

理選択素子として用いられる),水晶炉波器につき述べることにす

る｡これらはいずれも小形化,低電力,高安走の線に沿って開発さ

れた製品であり,今後の電子機器の急所となる部品と確信する｡特

にマイクロモジュールおよびこれに続く超小形方式の発展は,今後

の電子瞭器に大きな変革をもたらすものとして注目に値するもので

あろう｡

8.7.1電 子 部 品

(1)マイクロモジュール

電子棟器の小形化はトランジスタの発明およびプリント配線技

術とあいまって著しく促進せらカt,現在すでに真空管を使用した

機器に比較して十分の一のものが実現しているが,近年さらに部

品および材料の進歩,宇宙飛翔体の出現などによF)いっそう′+､形

化に拍車がかけられ,アメリカにおいてほマイクロモジュール方

式をはじめとし,二次元薄膜方式あるいはモレクトロニクスなど

各種の超小形化方式が開発せられつつある｡

日立製作所においてもこの問題をとり上げ,超小形化方式の一

つであるマイクロモジュール方式について,研究を行なっており

すでに各種マイクロモジュール部品,ブロック(機能回路)の開

発を行なうと同時に,これらを用いて各種機器のマイクロモジュ

ール化を図っている｡

マイクロモジュール方式においてほ,すべての部品ほ旋梼寸法

の規格化されたセラミック基板上にし7.88×7.88mm)に精成され

ているっ.第48図にマイクロモジュール化さjtた抵抗,コンデン

サ,インダクタンス,水晶振動二f,半導体を示す｡これらの部品

に要求される電気的性能ほ従来部品と同等以上である〔マイクロ

モジュール抵抗においてほ金属蒸着抵抗を全面的に採用している

が,温度係数その他についてカーボン抵抗に比較し,一けたすぐ

jtた性能を示している｡.第1表に現在までに開発された各値の概

要を示す｡これらの部品の種類および定数値ほ今後マイクロモジ

ュール化の進展に伴い,さらに拡大される予定であるr.

マイクロモジュール化された機器においてほ保守の単位ほ部品

の集合体であるブロックが単位であり,また保`､1:を含めた機器の

価額の低減および用途により部品に要求される寿命は当然長くな

ってくる｡日立製作所中央研究所においてほ現在くり返し寿命試

験の計画が進行中であり,この結果に基づいて部品の改良がくり

返し行なわれている｡

最後に本部品の成果の一例として基本回路ブロックおよぴワイ

ヤレス･イヤホーンガイドを第49,50図にそれぞれ示す｡.

(4) イソダクタンス (5〕 タンタル容量 (6)半 導 体

第48図 マ イク ロ モジュ ール

第1表 マイクロモジュール部品一覧表

詫品 名 性 能 備

固定抵抗器

温度補依
用

抗放
電
電

容

値
力
臣

二ハ血

1rト1Mn E

l/10W,1/4W 【現在は金属抵抗(ニクロム)
30V,100V

l

固

定

=!

ソ

テ

ソ

サ

イ
ン
ダ
ク
タ
ノ
ス

高誘電率
容ム主

タンタル

容量

高周波同
調用

連山伺用間調･中同

チョ ー

コイ/ン

71こ晶振動子

ダイオード

トランンス

ク

¢

使用電正

客 丑

tan∂

使用電圧

温度特性

容 且

tanノ)

陵榊電圧

漏洩電流

インダ

¢

数仲人周

0､470pF

l,000以上

30V

セラミックコンデンサ160pF以下

蒋膜コンデンサについて470pF
まで試験中

0～0.04J′F

2.5%以下

30V

JIS YY,YZ

セラミックコンデンサ0､5,000pF

蒋険コンデンサ0.01～0.04〃F

現在0.01/∫F以下も薄膜で試作中

0.1～10｡′上F

5クg以上

最大30V

最大3/JA以下

ス 20/`H以‾F

lOO以上

2～80Mc

スンタ

数

クダ

妓

ンイ

0
-
周

1m日以下

10011ヒ

455､2,000kc

インダブタンス1/上H～10mH

¢ 30以上

レベル特性120dB

レベル特性120dB

周 波 数 30～60Mc

偏 差 工2×10‾5

温度範閃 -20～＋70℃

HSlOOl(1N34A相当〕12,13

1MS77

1MS78

1MS84

1MS85

rlS77相当)

(1S78相当)

(1S84相当)

(1S85相当)

MTR-6(1｢R-6相当)

AT cut

l:三三二冒警雪空言イトド
MB-1A(B-1A相当)

MB-2B(B-2A相当)

2MB75(2SB75相当)

2MB77(2SB77相当)

2MB156(2SB156相当)155

2MA12

2MA15

2MA17

2MA80

2MA94

2MA130

2MA151

2MA152

2MA235

2MA247

2MC150

(2SA12相当)13,14

(2SA15相当)16

(2SA17相当)18

(2SA80相当)81～86

〔2SA94相当)

(2SA130相当)131,132

(2SA151相当)150

(2SA152相当)

(2SA235相当)233,234

(2SM247相当)246

(2SC150相当)151,152

ピード形

ピード形

ゲルマニウム低周波電[E増幅用

ゲルマニウム低周波電力増幅用

ゲルマニウム低周波電力増幅用

中波中間周波増幅用

中波周波数変換用

短波周波数混合用

短波高周波増幅用

中波周波数変換用

短波高周波増幅用

中波中間周波増幅用

中波周波数変換用

超短波高周淡増幅用

高速度コンピューター用

シリコン超短波高周波増幅用

は:二のほか可変抵抗として15～25knのものを試作開発中である｡
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窮49図 マイクロモジュールのノ占本凹路ブロック

第50囲 マイクロモジュール化イヤホンガイド

(2)クリスタルフィルタ

クリスタルフィルタに関してほすでにSS上川]の通話路炉披器お

よびその他各種信弓･選択用炉波器を製作し,傾秀な機能を有する

機器の製作を可能ならしめてきたり

最近ほ特に,キャリ17リレー川の受f.三甘i披淋のように,受信†｢‡

ぢ･によって諮動作を行なわせるものにおいてほ信ショーの立ちⅠ二がり

時間をできるだけ行くするた捌こ通過引紬馴在iを大きくとるよう要

求されてきている｡これらの班J‾r川8披数は200･､300kcのものが

多いが,これに対して日立製作所においてほ＋5′+Ⅹカットの縦波

の高次振動を川いて,従来のCTカットあるいほD′1'ヵットをノ‾lj

いたものの2～3倍の通過帯域帖を有する炉披器を開充し実川に

供し,好評を得ている｡その特性の一例を第51図に示す｡

またクリスタルフィルタの高選択年別生と由仁言蚊性とから,使川

周波数梅田もどんどんJムがり,たとえば帆いほうではl～訂正弧f拉流退

択炉披器などの用途として桁数1くC付近のものも∫ぷ川化されてい

る｡その一例を弟52図に,また他挟鞘城の4)のを舞53図に示す｡

その他多重搬送電話装抑こ任用する監こ祝`芯流除却折披器とLて

弟54図に示す特性のものも実用化している｡こ川′よ佐川周波数

範囲が広いためスプリアスが特に問題で,そのため適当なり+斬角

と寸法比を有する振動子を開充せねばならなかった｡

クリスタルフィルタは今後ほ今まで以上に一般LC部品と組み

合わされてその高信板度と高Qの特長を生かすような方向に発展

して行くものと思われ,ますます利用範囲は広まって行くものと

考えられる｡

(3) FL形ミゼットリレー

自動車無線移動局の制御部などには,一般にミゼットリレーに

よるリレー･グループが設けられる｡このリレーには小形,代電

力,耐震性,安価なことなどが要求されるが,これらの要求を満

たすミゼットリレーを開発し,FL形リレーとした｡これを舞55

一J

⊥■!･ノ/
J■レフ

.肌フ .ニソ/
∠

1己]ラほち1･ )

＋5UXカット高次振動を用いた水晶れi披講旨の減衰特性

ーL(什七)

第52図

一加

げ

っ
/
∴

丁､Jノ/Jl′ノ
ノ

ミ〔?j罰卜文
机人ト■_ヱ

′二1ぎ♂

至LIJJ 1

26.75kc水晶折披岩詩の減東特性

1子､1ノ7`フ._7､坑L7-!-､∫ぴ′二/.･肘
1∴′ソ/

′1?う ′'Lノ.ノ材

｢rl+洩 教 (ノ†J:〕

こrさ//

∴1ノ

第53図 24.Okc極狭滞域水晶折渡器の減衰特性

図に示す｡

FL形リレーほ,独立性の良い双子接点ばねをリフトオフ形式

で用いており,能率のよいE字形磁気トーl路,独特な折り返しばね

によるアーマチュアの支持法とあいまって,4トラソスファ接点

の駆動電力0.7W,動作時間4ms,チャッタは他種小形リレーに

比べ著しく小さく,寿命1,000万回以上などすぐれた性能のもの
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第54匝1帯域除去水晶甘i披器の織成特性

である｡4対の双子接ノ､■､くば川ま,フーーープ材から連純生産できるF講

座性に結む構造であり,PGS桜山を設けた双√･ばね,防じんカバ

ーの使用により,自助上1と無線のようなじんあいや有子;ガスがr‾‡り過

となる悪条件下においても,按ノ亡くの信頼性は十分に高く保たれて

いる｡

(4)托環形音さ

最近のエレクトロニクス技術の進脚こ伴い,音戸り司淡数イi-i;城に

おける小形,高安定でしかも比較的低仙格の共鮎素子の濡要が増

加してきたが,この目的に沿うものの一つとして旺電形音さが開

発された｡これは音さ形の機械的振動子の脚部に圧電素子をほり

つけ,防振のためにゴムを介して取り付けた構造になっている｡

共振消波数は50～3,000c/s,そう入損失2～3dB程度で,釧土比

較的白山に制御できるが,特に機械共振子を利用したものとして

評 論 第45巻 第1号

節55図 FL形ミゼットリレー

第56図 旺 電 形 音 さ

ほ比較的Qの小さいものも製作可能となった｡移動無線機などの

周波数選択呼び出し装Jlソたのフィルタとして,従来用いられていた

リードセーレクタの代わりに佐川され,小形,長寿命で駆動電力が

小さくハングオンなどの不耶合な現象が生じない長所をもってい

るり その他,音声用波数′若緑の発振㍑詩用同調素‾一にも好適であり,

今後この稚の弧1ご1の浅;要が州大するものして期待されている｡

昭和37年度における日立金属工業株式会社の社外講演の成果 (昭和36年11月～昭和37年10Jl)
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